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展 覧会情 報

2 0 1 4 年 4 月 2 0 日 ( 日) - 1 0 月 1 9 日 ( 日)

開 館時 間 : 1 0 : 0 0 ～ 1 7 : 0 0 1 休 館: 水 一 木 l 料金 : 5 0 0 円 l 駐 車場 : 約2 0 台
1 0 月 は1 6 : 0 0 閉館 ･ 未成 年者 無料 ･ 団 体( 2 0 名桜 以上) は 4 0 0 円

開 催 趣 旨
本展 は ､ 泉 凹 之也 に と っ て 初 の 大 規模個展 と し て 開催 さ れ ます ｡ 今 回 初 め て 現 代美術 の ジ ャ ン

ル で 土 を 素材 に 大掛 か り な イ ン ス タ レ ー

シ ョ ン を試 み る 泉 田 之也 は1 り6 6 年 岩 手 県生ま れ ｡
1 9 9 2

年 ′ト久慈焼窯元岳芳氏 に 師事 し た 後 ､ 1 9 9 5 年 か ら 現 在 に 至 る ま で 岩 手県 の 野 出 村 に て 作 陶 を し

て い 圭 す e
オ ブ ジ ェ や 器 の 作 陶 は ､ 数 々 の 陶 芸展 で 受 賞 し ､ F｣ 本 や1廿 界 の ⊥ 芸展 で の 仕 事 が 彼

の 経歴 を形作 っ て い ま す ｡ 上 の 持 つ 素 材感 を ど こ ま で 引 き伸 ば し ､ ダ イ ナ ミ ッ ク な 形 に 転移 で

き る の か
｡ 彼 が 土 に 魅 力を感 じ た ､ 地 層 や 土間 の 罰~感 ｡ そ の 魅 力 の 根 源を探 り な が ら ､ 彼 の 繊

細 な 折 り や 重 ね の 仕 事 が イ ン ス タ レ ー シ ョ ン で も味 わ え ます ｡ 脳 ま で 行 く に は 遷 す ぎ る ､ 巨を

触 る 手 で 思考 す る ｡ 彼 の 手 は 様 々 な事 を 知 っ て い る と 言 い ま す ｡ 手触 り を 視覚 に 変換 し た 作 品

を お 楽 し み く だ さ い ｡ げ ィ レ ク クー′

/
ユ ミ ソ ン〉

『折月 W 4 5 c r□

関 連 企 画

訂丘』 Ⅲ 9 0 c rn 『積 層 7 ク モ ノ』 W 3 0 c ¶

4 / 2 0 ( 日) オ ー プ ニ ン グセ レモ ニ ー 1 1 : 0 0 ～ 1 4 : 0 0

d / 0 1 ( 日) ア
ー トお茶会】5 :0 0 ～ [ 料 金] 1

.
5 0 0 円( 予 約制)

お 堂 に て ､ 現 代 美術 館 で 展 示 中 の 泉 汗l 之 也 さ ん が 作 陶 し た 茶 迫ま-とをf更 い ､ ア ー ト お 茶

会 を開催 し ま す ｡ 作 家 み ず か ら 上 に ま つ わ る 作 品 の お 話 や ､ 森 の お 請 な し ま す ｡ 形 式 張 っ

た も の で は あ り ま せ ん の で ､
お 気 橿 に ご 参 加 く だ さ い ｡

7 / 2 7 ( 臼) ワ ー ク シ ョ ッ プ 野焼 きを しよう ! 1 3 : 0 0 ～ 1 d : 0 0 [ 講 師] 泉田 之也

[ 料 金] 1
.
5 0 0 円

○ 板金

○ 母屋

○ 厩

○ 板倉

○ 御堂

○ 見晴 らし台

○ お墓

○ ホール
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は 現代の 里山を ､ 民車館､

現代美術館､ シ ョ ッ プ & カ フ ェ ､

里Lしl 公 園 ､ 宿 舎等で 構成した複合施

設 です ｡ 駐車場を_
r二が る と

､
『民垂館』展示

電 に 生まれ変わ っ た 大正時代 の 建築､ 板倉の 倉

庫①が 日 に 入 ります ｡
二 百 年 の 時を過 ご した茅

ソ 葺き の 母屋『現代美術館』頂) は ､ 開炉衰 の あ る 土間

ノ･
/

と 和 軍 二 部屋 を展 示室 と し て い ま す ｡ そ の 後ろ に 移

築し た板倉宣は外装 をそ の まま に 展 示用 の 内装 を施

して い ま す
｡ 新 た に 作 られた御堂⑤で は 景色 を楽しみ ながら

一休みが で きます ｡ 裏 山を上が っ て い く と ､ 晴天 の U は栗 駒山が望 め る 見晴ら し台⑥があり ､ ぐ る

り と 一題り し て 厩③ に 戻りま す｡ 概 に は 閃 炉稟 の あ る 土間 と客間が あり ､
ご 予約 に て 里山 の 生活

を体験 い ただけます ｡ 平 成 二 十六年春 に オ ー プ ン し た シ ョ ッ プ & カ フ ェ ⑧ は ､ 山面が ガ ラ ス 張り

の 木造 ホ ー

ル
｡ イく定 期 に て ワ ー

ク シ ョ ア プや 演奏 会な ども行われます ｡ 里 山 公園内 の 野外 ス テ ー

ジ で は 毎 年秋に t 器作りや東北 の 伝統芸能が一同 に 介 した土と火 の 祭り 『くり は ら万境祭』 が開

催されます｡
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